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理事会と定期総会を開催 
                               ［編集部］ 

 

 平成２９年度事業活動報告と収支決算、平成３０年度事業計画案と予算案、及び役員改

選について、定例の理事会と総会が開催され、いずれの議案についても原案通りに可決、

承認された。 

 

［理事会］ 

 開催日時  平成３０年４月１０日（火） １６～１７時３０分 

 開催場所  東京都千代田区神田神保町１－４０ 豊明ビル３Ｆ 

       ＮＰＯ法人日本バスケットボール振興会事務所 

 出 席 者  （敬称略五十音順） 

  会 長  佐室有志 

  副会長  大野龍一  小澤正博   

  理事長  渡辺 誠 

       以下、副理事長を含む理事１０名、監事１名  

 

［総 会］ 

 開催日時  平成３０年５月１７日（木） １５時～１６時２０分 

 開催場所  東京都千代田区神田駿河台  池坊東京会館 

 出 席 者  会長、副会長、理事長、副理事長、理事、監事、会員 

       会員総数１８５名に対し、出席３２名、委任状提出８２名で会員数の過半

数により総会は成立 議事録署名者 池田理、杉山絹枝の２名 

 

［佐室会長総会挨拶］ 

本日は、総会へのご出席有難うございます。平成２９

年度事業報告と決算、平成３０年度計画と予算、役員改

選など議題が多々ありますが、熱心なご審議をお願いい

たします。 

ご承知のようにＢリーグは、これからプレーオフに入

り、最週ステージとなりました。全体的に良くなってい

ると思いますが、男子バスケットボールにおける課題も

多々あるようです。 

女子は、既にＷリーグを終えて日本代表の強化に入っ

ているようですが、2020 東京オリンピックへ向けて楽

しみな存在です。 

振興会は会員数が減ってきて困難な時期ですが、皆さんのご協力で乗り越えていきたい

と思いますので、皆さんのご協力をお願いいたします。 

         

 

［議 事］ 上記両会議とも共通 
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第１号議案 平成２９年度事業活動報告  渡辺理事長 

平成２９年度の事業活動は資料の通りですが、若干説明を加えさせていただきます。 

１． 日本バスケットボール協会への協力と提言 － 日本バスケットボール協会の

活動、事業への協力 

２．バスケットボール競技団体への協力・支援 － シニア、家庭婦人、障害者、ミ 

ニ、中体連など 

３． バスケットボールの広報・啓発活動の推進 － バスケットボールの日の活動

支援、日本バスケットボール学会との連携など 

４．日本のバスケットボールの歴史の調査研究と資料の収集 

５．組織の充実と財政の確立 － 会員の増強、助成事業などの見直しを実行し、財

政の健全化を図る 

６．会員相互の交流を図る 

 

 日本協会は、Ｂリーグ、Ｗリーグを頂点とする競技のピラ

ミッド構造確立のため、社会人カテゴリーである家庭婦人連

盟、実業団連盟、クラブ連盟、教員連盟を統一して社会人連

盟を設立しました。 

 ピラミッド型の組織運営の整備、全国どこでも年間を通じ

てバスケットボールができる環境の整備、生涯スポーツとし

てバスケットボールができる環境の整備など、三つを柱とし

た競技環境の整備を目的に設立されたものです。 

 これからは、更にピラミッド型の競技運営が進められるこ

とになると考えられます。同時に各個人に日本協会への競技者登録が必要になってくるな

ど、いろいろな形で活動の制限が進められることになるやもしれません。 

 私たちが取り組んでいる、生涯スポーツとしてのシニアバスケットボールが今後どのよ

うな方向となるのか、日本協会の事務局と話し合いを行いました。 

 また、振興会の活動についても日本協会の役員と意見交換を行ったところです。 

 

 各部の活動実績は下記の通りですが、主な活動につき補足説明をいたします。 

総務部は新たな展開として「都道府県別バスケットボールミュージアム」設立の作業を

開始しました。また、振興会が企業価値協会から、スポーツ界としては珍しい「企業価値

認定」をいただきました。 

 広報部として取り組んでいるメルマガによる情報発信を充実させ、徐々にではあります

がその効果が上がっていると考えています。 

 歴史部は、「ボールの歴史」をまとめて、プラザ７７号に掲載しました。歴史的資料の

収集と保管は継続して実施しました。東京大学ＯＢ会から寄贈された創刊号からの「月刊

バスケットボール」誌３００冊以上を、流通経済大学の図書室へ届け、保管を依頼しまし

た。 

 編集部では、年間４回バスケットボールプラザを発行しましたが、日本協会との連携が

思わしくなく、次年度には改善したいと思います。また、広く会員に情報を求め広報誌と

しての成果を求めたいと努力しています。 
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 普及部は、シニアバスケットボール、障害者バスケットボールなどの大会支援、バスケ

ットボールの日記念イベントへの支援、シニア交歓大会の開催など計画通り実施しまし

た。結城講師、桑田講師による、京都市、世田谷区、目黒区の三か所で開催の小中学生バ

スケットボールクリニックを開催しました。 

 家庭婦人連盟に対して、昨年７月に広島市で開催の全国大会に大正製薬の女性向けドリ

ンク「アルフェ」を８００本提供し、埼玉県越谷市で開催されたシニア大会「八幡カッ

プ」へ青森の天然水を１,０００本提供しました。 

 事務局関係では、秋季講演会にＷＪＢＬの斎藤会長を講師として招聘、「Ｗリーグの現状

と 2020 東京に向けて」の演題で講演いただくとともに、交流会にもご出席いただきまし

た。事務運営については計画通りでしたが、結果的に会費の未納者は増加しました。 

その他の事柄としましては、「スペシャルオリンピクス東京」の総会に出席して感謝状を

いただき、渋谷センター街の催事に参加してセンター街会員の皆さんと交流、環境庁が推

進する「熱中症予防」の活動に毎年協力することで助成を受けたことなどがあります。 

                      

各部別活動実績 
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平成２９年度会員動向 

 

 平成２８年度末 

(H29.3.31) 

平成２９年度末 

(H30.3.31) 

増減   備 考 

個人会員  １８９名 １７６名  ▲１３ 新規会員 ８名 

退 会 者 ２１名 

法人会員   １１社    ９社  ▲２社 新規会員 １社 

退会会員 ３社 

                            退会者のうち逝去者９名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２号議案 平成２９年度決算報告  佐々木事務局長 

 

 収支決算書の下の方、Ｎｏ３．経常収支差額がマイナス９５,３８０円となり、今期の

決算は赤字となりました。 

 この原因は、収入の大幅減によるものです。特に会費収入については、予算比マイナス

３２５,０００円となっておりますが、１３名の会員減と法人会員２社減が響いています。

プラザへの広告料金減少や寄付金の減少も同様に収入減の要因となっております。 

 支出については、事業費は節減に努めて予算を下回り、管理費はほぼ予算通りでした

が、収入の大幅減少をカバーするには至りませんでした。 

 時期繰越金が若干ありますが、会員獲得に努め会費収入の増を図ることが、喫緊の課題

といえましょう。 
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上記第 1号から第３号、いずれの議案も拍手によって承認された。 

 

 

第４号議案 平成３０年度事業活動計画（案）  渡辺理事長 
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平成３０年度事業活動計画について、以下のような基本方針が提案され、続いて各部長か

ら具体的な事業計画が提案された。 

 バスケットボール協会への協力と提案については基本的にこれまでと変わりません。振

興会の活動内容が日本のバスケットボールの振興につながると考えています。バスケット

ボール界において紙媒体としてのプラザの発行は非常に貴重であると評価されていると自

負しています。また、今実行しなくては永久に失われてしまう、歴史的資料の収集・保存

などは、振興会でないとできない大きな価値がある活動です。強化にはつながりません

が、バスケットボールの普及しんこうに繋がる助成・支援などは継続して実施することで

バスケットボール界に貢献していると考えます。 

 会員相互の交流と振興会の活動の価値を高めることが、振興会の活動の広がりに繋がる

と考えています。各部会の更なる人的充実も図ることも必要です。 

 各部会活動の内容を明確にすることにより、事務局の効率的運営を図り、経費の節減に

努めるとともに、個人、法人、広告にどの収入増を図ることを検討します。 

 

１． 日本バスケットボール協会への協力と提言 － 日本バスケットボール協会

の活動、事業への協力 

２．バスケットボール競技団体への協力・支援 － シニア、障害者、ミニ、中体

連など 

３．バスケットボールの広報・啓発活動の推進 － バスケットボールの日の活動  

  支援、日本バスケットボール学会との連携など 

４．日本のバスケットボールの歴史の調査研究と資料の収集 

５．組織の充実と財政の確立 － 会員の増強、助成事業などの見直しを実行し、 

財政の健全化を図る 

６． 会員相互の交流を図る 

 

各部別活動計画（案） 
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第５号議案 平成３０年度事業会計収支予算（案） 佐々木事務局長 

 

 平成２９年度決算を踏まえて３０年度予算案を作成しました。 

収入予算は昨年と同水準、支出については管理費のうち、事務所

借用費につき同借のＰＦＪさんにお願いして、年間で６万円の減

額としました。 

 その他事務所運営費も９万円の減額をし、管理費の減額を図り

ます。 
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 上記第４号及び第５号、いずれの議案も拍手によって承認された。 

 

 

 

第６号議案 平成３０・３１年度役員の選出  渡辺理事長 
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 平成３０・３１年度役員について下記の通り提案します。 

役 職   氏 名  役 職  氏 名 

会 長 大野 龍一  顧 問 愛知 和男 

副会長 小澤 正博  麻生 太郎 

従野 明宏  小笠原 義昭 

理事長 渡辺 誠  笹岡 太一 

副理事長 蒲田 尚史  佐室 有志 

上谷 富彦  関口 荘次 

佐々木 政治  手嶋 曻 

杉山 絹枝  水野 明人 

理 事 池田 理 新任  

鹿子木 雅 新任 

草階 勇人  

榊原 みどり  

坂本 博  

佐藤 精孝  

篠原 正邦  

渋谷 美由紀  

羽佐田 恭正  

深尾 秀次  

諸山 文彦  

結城 昭二  

監 事 黒川 敏雄  

都崎 修男 新任 

                         

上記第５号議案は拍手をもって採択された。 

 

 

議事終了後のフリー討議で、概略以下の意見が提案された。 

 

質疑応答 

 ＜意見＞ ２９年度の決算を見ると収入の大幅減によって、事業費が減額された。 

会員が減っていることが原因だが、このまま推移すると相当苦しい状況に陥る

のではなかろうか。皆で努力して会員増を強力に進めるべきと思います。 

 ＜回答＞ ご指摘の通りですが、今のところシニア大会以外では会員増に繋がる要因が

ないのが現状です。振興会の活動を地道に続けていくことも必要と考えます。 

社会人連盟との連携も視野に入れて人的交流を図り、会員増に努力します。 

 ＜意見＞ 賛助会員の広告をプラザに掲載して、宣伝してあげてはどうですか。 

 ＜回答＞ 広告主を含め拡大に向けて検討します。 

 ＜意見＞ 地方では、プラザに掲載されるだけで賛助会員となる可能性がありますの

で、そのあたりを留意するとよい結果が得られるのではないかと思います。 

 ＜回答＞ プラザの活用については、今後十分検討していきます。 

 

意見を述べる笹岡氏 
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今期を持って退任された 佐室有志 前会長挨拶 

  

立夏の候、皆さまお元気にてご活躍のことと存じま

す。日頃よりバスケットボール振興会の諸活動に対

し、ご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

この度、本年の総会をもちまして、日本バスケット

ボール振興会会長を退任いたし、後任は副会長の大野

龍一氏にご就任いただくことになりました。 

 平成２４年、会長就任以来、本日迄６年間の長きに

わたり皆さまのご支援ご指導により、大役を務めさせ

ていただき誠に有難うございました。 

 日本のバスケットボール界も多くの課題を抱えていますが、トップリーグのＢリーグ

も、クラブ運営や選手の実力、観客動員など少しずつ成長してきていると思います。 

 私共、振興会も役員の皆さま、会員の皆さまの熱心なご活動により、日本バスケットボ

ール協会、他の関係団体との連携を深めるとともに、日本バスケットボール界の振興を深

めるため下記のような活動を積極的に展開してまいりました。 

 １．機関紙「バスケットボールプラザ」の発行 

 ２．交流会、講演会の開催 

 ３．「ママさん」、「シニア」、「中学生」等のバスケットボールに対する助成、支援 

 ４．日本のバスケットボールの歴史的資料、映像などの整理保管 

 ５．過去のオリンピック出場の歴史的検証 

 今後ともよろしくご指導ご協力の程、お願い申し上げる次第であります。 

皆さまご承知の通り、次期会長の大野氏は人格円満、バスケットボールに対する情熱、

知識、ご経験の大変深い方であり、次期会長に就任いただき嬉しい限りです。 

是非とも皆さまのご指導、ご厚情を心よりお願い申し上げます。 

 最後になりましたが、日本のバスケットボール界及び振興会の発展を心よりご期待申し

上げ、退任の挨拶とさせていただきます。長い間有難うございました。 

 

 

今期就任された 大野龍一 新会長挨拶 

 

  この度、会長に指名され就任いたしました。伝統ある

日本バスケットボール振興会で、佐室前会長の後任とい

うことで責任の重さを自覚しております。 

幸い、当会役員の皆さまは気鋭の実力者揃いです。

前任の佐室様には顧問として引き続きご指導ご協力を頂

くことになりました。 

振興会が環境の変化に対応し、一層の充実、発展を

達成できるよう努力いたします。さて、Ｂリーグは発足

後も順調に推移して素晴らしく、Ｗリーグも先般のリ

オ・オリンピックにおける活躍の後、様々な工夫でリー

グ活性化が図られています。いずれも 2020年に向けて大いに期待されるところです。 
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 ところで私のバスケットとの関わり合いは、小学４年生からで当時の校長先生の指導に

よるチーム作りからずっと続いています。学生時代（関東学生旧リーグ２部）と関東実業

団中位グループでプレー、女子日本リーグで２部昇格のための支援などです。振興会にも

会員として割と長い間所属しています。 

 ５０年前転勤先のアメリカで見たプロリーグは、大変刺激的でした。選手のレベルは勿

論ですが、大勢の観衆と会場の熱気に感動し、羨ましく思いました。 

 今や、日本の男女トップリーグでの活躍、発展が日本全体各層のレベルアップと活性化

に着実に結びつき、今後も更なるファンの増強にもつながるものと楽しみです。 

 振興会としてはＪＢＡの事業活動への協力と提言、そしてシニア競技の各種支援等に努

めてまいります。是非とも皆さまから忌憚のないご意見をお寄せいただきたく、引き続き

ご支援ご協力の程、心よりお願い申し上げます。 

 

 

交流会 
 総会終了後開催された交流会には、かつて振興会を支えた役員や、遠く岩手県から油井

氏も参加、和やかなひと時が流れた。 
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目黒区立中央体育館主催クリニックへの協力 

小学生対応クリニックへ講師派遣 

［総務部・普及部］ 

 

 平成３０年３月２１日、東京都目黒区立中央体育館主催のバスケットボールクリニック

に、講師として振興会から結城昭二理事を派遣し協力したので報告する。 

 

 区立中央体育館主催による「小中学生初心者向けクリニック」の企画としては今回が５

回目であるが、今回、体育館からの募集に応じたのは区内の小学生３年生から６年生まで

の６４名であった。 

 

テーマは昨年に引き続き「シュートを上手くなろう」である。 

 

 冒頭、結城講師から、プレーに対する基本的な

考え方として「早さより正確さが大切である」と

の説明があった。次に、「見ること」と「瞬時に動

くこと」を大事なポイントとして挙げ、前者に関

し「目線はリングの高さ、自分以外の９人を見る

こと」、後者に関し「８方向を意識すること」そし

て共通項として「バスケットボールスタンス」の

重要性につき、説明がなされた。 

 

 次に具体的なドリルとして、ボールを保持してのランニング、ボールハンドリング、ド

リブルを行った。特にドリブルでは、ボールを膝より下で指先によって強くつくこと、膝

を使い、リズムを取り、そして足の拇指球に体重を乗せるイメージを持つこと、これらが

結果としてうまいシュートにも繋がるとの説明があった。 

 

 

 

 

 

結城講師によるオリエンテーション 

 

 

ボールを保持してのランニング 

 

ボールハンドリング 
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時間の関係もありシューティング・ドリルまでは

できなかったが、それに関連して結城講師から参加

者に対し、以下のアドバイスがあった。 

・シュートはドリブルの延長、床から壁に沿ってリ

ング下にドリブルするイメージ 

 ドリブルでボールを強くつくことで手首が鍛えら

れ、シュートに繋がる。ドリブルの最終の形がシ

ュートとなるイメージを持つこと。 

・手首を使ってボールを上に上げるのではなく、指

先でボールをコントロール（強弱や方向）するこ

と。よって手首よりも指を鍛えること（これは自

宅でも練習が可能、寝転んで天井に向かってボールを投げ上げる）。 

・ボールのアーチは、投げ出されたボールが視界 から消える程度、これは練習で感覚を

つかむこと。 

・そして正しいフォームで繰り返し何度も練習すること。 

 

冒頭述べた通り、本クリニックは今回が５回

目で地域に定着してきた感があるが、参加者は

ほとんどがミニ経験のある小学校上級生である。

講師の話を聴く際の集中力はやはり中学生に比

べると劣るのは仕方ないのでその点を考慮し、

最後にお愉しみの要素も取り入れた。具体的に

は、男女に分かれてのゲーム形式の練習である。

特に男子はボランティア参加してくれたビッグ

ブルーの３選手との対抗戦を行い、大いに盛り

上がった。 

 ２時間半にわたるクリニックの最後に、モ

ントリオールオリンピック日本代表選手で

あった結城講師より参加者全員にオリ・パラ

ビンバッジが記念品として手渡された。 

 また、本年４月より中学生になる１２名に

は恒例のメッセージ文書とバスケットボー

ル英語単語集を手渡した。 

 開催に当たり、地元の連盟、ミニバス連盟、

ミニバスコーチの皆様には、本クリニックの趣旨をご理解頂き、今回も準備段階から大変

にお世話になった。東京海上日動男子バスケットボール部（ビッグブルー）から、鍬本ヘ

ッドコーチと、舟橋、後藤、梶井の３選手に、休日にも拘わらず、ボランティアとして参

加頂いた。誌面を借りて厚くお礼を申し上げたい。 

 

 

ショット模範プレー 

 

ドリブル模範プレー 

 

参加者へのオリ・パラビンバッジの贈呈 
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山本 治 さん 

 

 山本さんは、昭和９年北海道のご出身で、現在は東京都板橋区

にお住まい、生涯現役と言われるほどお元気である。 

バスケットボールの始まりは？と聞くと、「ウーン小学生の時

からかなぁ」との返事、当時はミニバスなるものがなかった時代。 

山本さんが通っていた帯広小学校は全部で２,０００名くらい生

徒がいて、北海道ゆえか大きな体育館もあり、そこで大勢がやっ

ていたバスケットボールを見てバスケットに興味を持ち、帯広第

一中学に入ると同時にバスケットボールに取り組まれた。 

この頃は学制改革により、中学の上級生は尋常高等小学校から

の転校生で、バスケットボールの先輩はいなかったので、練習は自分たちで研究したとか。 

 帯広三条高校に入学された山本さんは、当然のこととしてバスケットボール部へ入った

が、その頃から急に背丈が伸び始めたという。中学までは一般的な体格だったが、高校の

ときは１年間に１０cm 上背が伸びてポジションもセンターとなり、即レギュラーとなっ

て活躍したが、この頃も正式なコーチはいなくて自分たちで工夫した練習だった。 

 北海道の中でもバスケットボールが盛んだった帯広の高校時代、３年生のときには全道

大会決勝戦で札幌南高校と戦ったが、準優勝でインターハイには行けなかった。 

 高校卒業後は砂川にあった東洋高圧に入社され、ここでも仲間とともにバスケットに励

み、大阪で開催された昭和２８年度全日本実業団選手権大会に出場された。 

 向学心に燃えていた山本さんは、１年後に東洋高圧を退職、札幌に移って予備校に入学

したが、この頃１８０cm 以上の上背があった山本さんは、東京教育大学関係者の目にとま

り、やがて上京し教育大学の門を叩く。 

 当時、常時学生最上位にいた東京教育大学で、名将吉井四郎さんがコーチするバスケッ

ト部に入った山本さんは、その上背を生かしてめきめきと上達、２年生でレギュラーとな

り関東学生選手権を制覇、３年生のときに秋のリーグ戦でも優勝している。 

 かつて九州八幡製鉄のバスケットボール部が活躍していた頃、教育大の合宿が九州八幡

で行われたある日、練習のため体育館へ向かっていた時、近くで火災が発生、山本さんた

ちは練習よりも被災者の避難をと、家屋の２階から住民を助け出したりして、後に消防か

ら感謝状をもらったそうだが、そのときコーチの吉井さんは先に体育館へ出向いていて、

携帯電話がなかった当時ゆえ連絡もとれず、情報伝達に大変な苦労をしたことがあったと

いう。 

 大学卒業後は、先輩でもあった羽柴さん率いる熊谷組に入社され、実業団での活躍が始

まるが、山本さんは正式に入社する前から会社の寮に入ることが許され、周りから羨まし

がられたという。 

当時、熊谷組は関東実業団リーグで１部に在籍していたが、その頃はまだ日本リーグが

なく、１部リーグには日本鋼管、日本鉱業、三井生命、鐵興社、東京海上などの強豪がひ

しめいていた。その中で上背があり高いジャンプ力があった山本さんはリバウンドで活躍、

１部クラスを確保する原動力になった。 

人物抄 
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 東京オリンピックが開催された昭和３９年(1964)に現役を引退された山本さんは、「私は

現役時代に代々木第二体育館でのプレーはできなかったんですよ」と懐古する。 

 山本さんは現役引退後会社の業務に励むことになったが、熊谷組のコーチが故関さんに

替わった頃日本リーグが発足、経済状況も好転し熊谷組もバスケット部の強化を始めた。 

 部長、監督から選手の獲得を依頼され、大学で同期だった笠原さん率いる教育大はもと

より、他の大学の優秀な選手の獲得に一役買い、裏方さんとしての活躍となった。会社の

所属は本社や東京支店などが殆どで、４０年近くいた会社で現場に出たのは３年間位と振

り返る。そして営業部長だった頃には、日体大の稲垣さんを介して同大学建築関係の仕事

を回してもらったこともあるそうだが、この頃稲垣さんや故川本さんに誘われて振興会に

入られたらしい。 

 バスケットに対する情熱が絶えない山本さんだが、振興会の全体行事に欠席されたこと

がないことも特筆される。 

 やがて定年退職した山本さんは、体を鍛えようと自宅近くの体育館へ筋トレに通ってい

たが、そのときバスケットコートでわいわいとバスケットを楽しんでいる若者たちを目に

して再びバスケットボールの情熱に火がついた。 

 誘われてその中に入った山本さんだったが、子供達から「おじさん」と呼ばれたのには

少し参ったらしい。これまでバスケットで様々な苦労をしてきた山本さんは、そんなこと

には構わずバスケットを始めると、今度は「先生」と呼ばれるようになった。先に生まれ

たのだから先生と呼ばれるのも悪い気分ではなかった山本さんはその後もプレーを続けた。

その体育館におけるバスケットボール同好会は１００人以上の規模となり、やがて練習後

に懇親を深めるほど発展したそうである。 

 この関りから、やがてシニアチームである「駄馬（ＤＡＢＡ）」に入り、現在でもプレー

を続けている山本さんは、バスケットボールは自分の生涯スポーツと言って、８０歳を遥

かに超えてもオンザコートに立つ。 

 もちろん出身の北海道で開催されるシニア大会にも駆けつけ、「帯広シルバーズ」の最高

齢選手として活躍した。８０歳を超えても頑張る山本さんの活躍に目を付けた、出身地の

十勝毎日新聞が、大きな見出しで山本さんを紹介する記事を掲載している。 

 

 山本さんは、高校や中学

へ出向いて少しでもバスケ

ットボールの基本を教えた

いと思うのだが、最近は何

故かそういう好意が敬遠さ

れていて残念です、という。 

今年も５月２４日、２５

日に、振興会が主催するシ

ニア交歓大会が開催された                            

が、駄馬チーム山本さんの

元気なプレーが光っていた。 
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アメリカのバスケット学生界を語る 

― 加藤稔樹氏のレポート紹介 ― 

 一杉 真城 

 

私は、元日本代表チーム監督の故小浜元孝氏がアメリカ滞在中付き添ってお手伝いした

経緯で、バスケットボール界にかかわりを持つことができました。 

「小浜元孝」監督が 2017 年 1 月１２日に亡くなられて、１年余が経ち、「監督」と言え

ば小浜元孝と言われることも、時間の経過の中で薄められて行くのかもしれません。 

「監督」を通じて、丸尾充さんや佐室有志さんとのご親交も結ばせていただきました。 

 

ＪＢＬとｂｊリーグが分かれていた頃、カナダに新しくできたＮＢＬ－Canada と、ＪＢ

Ｌ－Japan との定期戦をやろうということで、当時トロントに進出していたＴＯＹＯＴＡ

さんをメインスポンサーさんにとの提案をさせていただきました。 

これは、ＮＳＣＡＡという６４大学を組織した機構や、ＮＳＢＬというＮＢＡへの登竜

門としてのプロリーグを立ち上げるなどの苦労をされたＤｒ．ミラー、ビル・ミラー博士

との親交がもとの縁によりできた企画でした。 

バスケットのみならず、ボストン大学でサッカー監督をされたミラー博士は、ニューハ

ンプシャー工科大では副学長の要職を歴任されました。私は、かつて「監督」が指揮され

ていた「いすゞギガキャッツ」にウオルター松島選手を紹介させて頂くとともに、ＮＢＡ

のチームがＶＴＲを取り寄せて今一歩だった阿部理選手まで、多くの選手の縁を橋渡しし

てきました。 

 

今回は、ブルースター・アカデミーやノースフィールドマウントハーマンなどのトップ

チームが集まるレイクレジオンリーグのトロント・スクールに、アシスタント・コーチと

して貴重な経験をした加藤稔樹氏に、そのレポートをまとめてもらいました。 

トロント・ラムズは、2017－18 シーズンに、田中力君が進学するＩＭＧアカデミーと２

度にわたって対戦し、１２月１８日は１００－９７、３月６日には９２－９１で競り勝っ

ています。コーチ加藤のレポートを、お楽しみください。なお、トロント・スクールは、

ミラー博士の出身高校です。 

（ヒトスギ塾 代表） 

 

 

 

 

 

 

 

 会員だより 
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アメリカ挑戦の架け橋：ニューイングランドプレップでの経験を踏まえて 

ティルトンスクール アシスタント・コーチ（インターン） 加藤 稔樹 

 

私はＮＥＰＳＡＣに所属する Tilton School で、2017－18 シ

ーズンをアシスタントコーチ(インターン)という立場で過ごす

ことができました。近年、スラムダンク奨学金や渡邊雄太選手

のアメリカ挑戦などで有名になった「St.Thomasmore School」

や「South Kent School」、これらはアメリカ東海岸の北部、ニ

ューイングランド地区の進学校のリーグ、「ＮＥＰＳＡＣ」に所

属しています。これらの学校は

Prep School と言われ、アメリカの

バスケットボールの中でもＰＧ

（Post Graduate)のカテゴリーで試合をしています。 

 

Post Graduate は高校を卒業したけれども、大学からのオフ

ァーがなかった、またはもっといい選択肢を持ちたいという選

手のためにあるプログラムです。そのため、高校を卒業して大

学にいく選手よりも、１歳年上になります。また、州や家庭によっても義務教育に就学し

始める年齢が違うために、日本のように１８歳が高校３年生とは言えません。年齢ではな

くて、何年に卒業するのかを示す「Class of 20~」という言葉が使われます。2018 年卒業

であれば、Class of 18 と一 般的に言われます。 

 

今からアメリカ挑戦を考えている選手へ私の考えと、日本の育成世代のバスケットのシ

ステムについての考え T 方を述べさせていただきたいと思います。 

アメリカのプレップスクールだけではなくアメリカの高校バスケットに共通しているこ

とは、転校が容易であるということです。2017 年にプレーしたチームと 2018 年にプレー

したチームが違うということはよくある話です。日本にもこのシステムを導入することは、

教育的見地からもとても意義があると感じます。 

例えば、今期 Duke 大学に加入した Marvin Bagley 選手は、高校１年時は地元の高校に通

い、２年目は地元アリゾナ州の有名私立校、３年時はカリフォルニア州の私立校に転校し

てプレーしています。４年時になるときに、すでに Duke 大学からオファーを受けていたた

めに、ＲＥＣＬＡＳＳといって卒業を１年早めて今季 Duke 大学に加入しました。大学が９

月にスタートする前に１８歳になっていれば大学に入学できるため、こうしたことは、ア

メリカのトップ数人の選手はよく行います。今年卒業の Class of 18 No.1 の R.J.Barrett

選手も Class of 19 だったものを、世界選手権終了後、オファーをたくさん受けて Class 

of 18 に変えて、Duke 進学を決定しました。 

私が、これらの制度から受ける印象は、適切なときに、適切な場所やステージでプレー

するということです。日本に置き換えると、ジュニアオールスターで活躍した選手でも、

 

ＮＥＰＳＡＣ ＦＬＡＧ 

 会員だより 

 

 

 

 

 

コーチ（右）とともに 

 



23 

 

１年生からスタートをはり、半分以上試合に出られない場合は、強豪校に行かずに、地元

の高校で１年活躍する。その後に強豪校でスタートとして出られる力を付けてから、強豪

校に転校するということです。 

ですので、アメリカの高校にバスケットボールで挑戦する場合、日本のように、１年生

では出られなくても、４年間頑張って強い大学にということは、考えないほうがいいとい

うことです。 

１年時から強豪校に入り、１年時は出場できない、２年時はまたスター選手が他校から

４年生に編入してきて出られない。それが４年時の卒業まで繰り返されるということにな

りかねません。 

進学先を選ぶための３年、４年時に強豪のリーグでどう活躍するのか、そのためにどう

道筋を立てていくかが大切です。全て道筋通りに行くわけではありません。しかしこの仕

組みを知り、どういったシーズンを、どこで１年送りたいのかを決めておくことが、鍵に

なると思います。その高校のチームとコーチを知り、いいオファーを受けるために、自分

にあっているのか、吟味して欲しいと思います。 

アメリカの高校では１１月から３月までが学校のバスケットのリーグ戦やプレーオフの

ゲームが怒涛のごとく続きます。週３試合が当たり前です。ですので、シーズン中に個人 

練習に割かれる時間はとても少ないです。前回の試合の修正点の確認と、次回対戦相手の

対策に割かれる時間がほとんどです。自分の課題は自分自身で解決するのが当たり前。そ

の上でチームの練習時間や試合で、チームの課題を克服しながらプレーできる選手が試合

に出られるのです。その上、進学のために高い成績を維持することを要求されます。そう

でない人間は淘汰されていく。それがアメリカの指導現場のように感じます。   

 

私のチームでは、練習もしていない戦術をいきなり実戦で使う、といったこともありま

した。しかし選手たちは驚きもせずに普通に対応します。それはやはり基礎がしっかりし

ていないとできないことです。自分で自分

の基礎技術に磨きをかけるにはどうする

ことがいいのか、ある程度のことを知識と

して習得してから渡米しなければ、試合の

後に自分の修正ができずに周りに抜かれ

ていくことになります。 

日本のプロでも、現在週に２試合～３試

合行われ、それが１０月～５月まで続きま

す。連戦の日もあると思います。そうした

中で、練習でやっていないからできない選

手では、シーズンを通して成長していける

選手にはなりません。競技力の向上とホー

ムチームを会場で応援する文化を作るた

めにも、ホーム&アウェーのシーズン制を導入し、その後プレーオフを行うシステムを大学

の NCAA 化と並行して行って欲しいと思います。 

 

加藤学園高校・飛龍高校と交流 

（3月 14日、静岡県沼津市） 

 

青山学院 

 会員だより 
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そうすることで、コーチを選手自身が選ぶことができ、選手の将来性を考えない指導者

が指導していられない環境を作ることができます。また選手自身も、どのチームのコーチ

はどういった指導・バスケットスタイルを持っているか知る

必要があり、大学、その先のプロになるときも、どのコーチ

がどういうスタイルをとっているかを知ることが当たり前

になっていかなければならないと感じます。 

最後に、アメリカのバスケットボールに多大な影響を与え

ているＡＡＵプログラムについて述べたいと思います。ＡＡ

Ｕプログラムはクラブチームのバスケットボールです。４月

～７月にアメリカ各地を転戦します。主にはＡＤＩＤＡＳ、

ＮＩＫＥ、ＵＮＤＥＲＡＥＭＥＲなどが各キャンプを主催し、

自社がスポンサーするクラブチームを集めて試合を行いま

す。このＡＡＵプログラムが、

現在ではリクルートの面で、

学校のバスケットよりも重要

だと私は感じます。学校のバ

スケットにも大学スカウトは

きます。 

４月～７月は大学バスケッ

トがオフシーズンであるため

に、多くの大学のヘッドコー

チが直接キャンプを見にきま

す。特に強豪大学のコーチが

見にくるために、ＡＡＵバスケットの方が重要になります。高校卒業後、ＰＧに一年だけ

行くよりも、２年～３年アメリカに渡り、ＡＡＵに参加するともっと多く、より良いカレ

ッジからのオファーが得られます。選手の海外挑戦への支援は、ＡＡＵの問題も考慮して

いただけると、選手もＰＧの一年だけいく場合に比べて、より高いレベルにいけると感じ

ます。ＡＡＵを踏まえて今後の、日本選手の海外挑戦を支援していく必要があると感じま

す。 

もう一度要点を確認すると  

１．自分の実力にあったステージでプレーをすること。そのために実力に応じたリーグの

形成と、転校できるシステムの形成。 

２．シーズン制で３ヶ月リーグ戦を行うことでの試合経験を増やすこと、試合を通じ自分

で上達すること。 

３．自分がプレーしたいコーチの特徴をよく知り、コーチを選べる環境づくり。 

４．アメリカにＰＧから挑戦するのではなく、その前の学年から渡米しＡＡＵに参加する。  

以上が、日本の育成世代を底上げし、日本のバスケットの発展に大事なのではないかと

思っています。 

 

ＡＡＵ ＦＬＡＧ 

 

Arizona Elite NCAA 

 会員だより 
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第１１回シニア交歓大会 IN YOYOGI 
                               ［編集部］ 

 

  １１回目を迎えた恒例のシニア交歓大会 IN YOYOGI は、代々木第二体育館が工事中で

使用できないため、今回は国立代々木青少年センター体育館において、５月２４日～２５

日に開催された。今年度からＪＢＡ新設の社会人連盟との関係から、大会名から“全国” 

を外した形となった。 

  本年は、代々木第二体育館での開催とならず、参加チームが少ないのではという心配が

あったが、ほぼ例年通りの参加チームで、遠くは岩手、神戸や長野から新幹線を使っての

参加で盛り上がった。 

参加数は、男子８チーム、女子５チームに加えて、今回から女子６０歳以上の試合も設

定され、男子７０歳以上の試合と併せて、高齢者バスケットボールを楽しむ姿がみられた。 

 １日目の終了後、代々木のＪＦＥ研修センターにて開催された懇親会も盛況で、８０名

以上の参加者で賑わった。参加各チームの感想文は次号にて報告することとし、ここでは

対戦結果のみ掲載する。 

 

５月２４日の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

チーム名 チーム名

男子 駄　馬 39 35 千葉Coki-Coki

男子 セブンブラザーズ 28 35 横浜ビー・シーガルズ

女子 入間テンダース 16 21 長野クラブシニア

男子 シルバーキッズ 24 24 岩手マスターズ

女子 長野クラブシニア 34 10 シルバーキッズレディース

対戦スコア
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５月２５日の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次回来年度の開催は体育館の関係が微妙で、代々木第二体育館の修復工事が完了すれば、

そこでの開催となりそうだが、現在のところ見通しが立っていない。 

チーム名 チーム名

男子 岩手マスターズ 22 32 STARS OF STARS

女子 埼　玉　 51 32 千　葉

男子 千葉Coki-Coki 19 38 セブンブラザーズ

男子 Gsブルー・ウィンズ 33 31 シルバーキッズ

男子 70up  Ａ 13 15 70up  Ｂ

女子 埼玉60up 20 13 60up　混合

女子 シルバーキッズレディース 19 42 埼　玉

男子 STARS OF STARS 28 21 Gsブルー・ウィンズ

男子 SOS  混合 30 17 SLK  混合

女子 千　葉 17 48 入間テンダース

男子 横浜ビー・シーガルズ 28 12 駄　馬

女子 埼玉60up 17 8 60up　混合

対戦スコア
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Ｂリーグ 2017～18 シーズン結果 
                               ［編集部］ 

 

 昨年１０月から始まった、第２回Ｂリーグは５月２６日のチャンピョンシップファイナ

ル決勝戦をもって幕を閉じた。昨シーズンと比べ観客動員数も延び、各クラブとも運営に

明るい見通しが見えてきたが、レギュラーシーズンリーグ戦において、上位クラブと下位

クラブでは勝率の差が著しく、下位クラブのＢ２リーグへの転落も見られた。 

 各クラブの成績は、まずリーグ戦の勝率によって順位を決め、同率の場合は当該クラブ

同士の対戦成績などによって順位決定される方式。 

 また、リーグ戦成績によって進出が決まるチャンピョンシップトーナメントには、３地

区から上位２クラブずつが選出され、残り２枠のワイルドカードにすべての地区の勝率上

位チームが選出される。  

その結果、強豪がひしめく東地区から４クラブがチャンピョンシップに出場し、最終的

な王者には東地区のアルバルク東京が名乗りを挙げた。 

 

レギュラーシーズンリーグ戦クラブ別成績表 

 全６０試合戦うリーグ戦では、勝ち越したクラブは８クラブで、下位クラブが上位クラ

ブに喰われた格好、地区別では東地区４クラブが勝ち越し、中、西地区ではそれぞれ２ク

ラブが勝ち越してチャンピョンシップ出場権を獲得した。 
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 Ｂ１リーグにおいては、各地区クラブ間の交流戦を含めて各クラブ６０試合を戦った結

果、１位の三河は４８勝１２敗、勝率８０％という素晴らしい成績を残した。半年以上の

期間リーグ戦を続ける中では、どこのクラブでも好不調の波はあるものだが、コンスタン

トに勝ち続けた三河のレギュラーシーズン１位は称賛に値する。 

 以下勝率２位千葉７６.７％、３位Ａ東京７３.３％、４位琉球７０％、５位川崎６８.３％ 

でそれぞれ４０勝を上回ったが、昨シーズン優勝の栃木は５位に終わった。 

 

レギュラーシーズン個人表彰 

 レギュラーシーズンのＭＶＰには、シーホース三河#6 比江島 慎選手が選出された。 

また、ベスト５に選ばれた選手はつぎの通り。  

 

 クラブ名 No  氏 名 

シーホース三河 #6 比江島 慎 

シーホース三河 #14 金丸 晃輔 

川崎ブレイブサンダース #22 ニック・ファジーカス 

アルバルク東京 #24 田中 大貴 

千葉ジェッツふなばし #2 富樫 勇樹 

 

  そして新人賞には、アルバルク東京の馬場雄大選手が輝いた。 

 

Ｂ２リーグでは、秋田がずば抜けた９０％の勝率で優勝し、入れ替え戦においても勝ち

進んで来季１部への昇格を決めた。２位の福岡も同様に１部昇格となった。 
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クラブ別スタッツ 

 

次の表は、クラブ別のスタッツで平均得点の高い順に並べた各部門の数字だが、これを

見ると各クラブの課題が自ずとわかるようだ。 

 まず得点だが、平均８０点以上得点を挙げているのは４クラブのみで、国際大会におけ

る１００点近くの得点と比べるとはるかに低い。そして得点が失点を上回っているのは僅

か３クラブで、あとはすべて失点が得点を上回っていて、勝敗に影響している。 

 シュートの確率を見ると３ポイントシュートの３０％台はまあまあとして、２ポイント

シュート確率がすべてのクラブで５０％に届かないのは気にかかる。近接するディフェン

スがいることを考慮したとしても、この確率の低さが得点にも現れていて、各クラブとも

改善の余地がありそうだ。 

 更にフリースローでも８０％台のクラブはなく、シュート時にファウルをもらっても、

確実に得点に結びついていないことがうかがえる。 

 

 

 

 次表は、シュート以外のスタッツをまとめた表で、上記同様得点順に並べてあるが各ク

ラブ間で極端な差は生じていないようだが、やはり１位の三河の数字がやや良いようだ。 

 すなわちリバウンド本数がトップで、ミスが少なく確実な試合運びをしている状況がわ

かる。ファウル数が一番少ないのはディフェンスがいいからか。 
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リーグ戦観客動員数 

 

 Ｂリーグ全体の観客動員数は、昨シーズン２２３万人余りだったが、今シーズンはそれ

を遥かに上回る２５０万人あまりを達成、昨シーズン比１１.８％の増となった。 

 また、５月２６日に横浜アリーナで開催された、チャンピョンシップファイナルには、 

１２千人余りの観客が押し寄せ、会場の雰囲気も盛り上がった。 

各クラブ運営のバロメーターともなる観客動員数については次表の通りだが、１部リー

グで見る限り、１８クラブ中、昨シーズンを下回ったクラブは３クラブで、総じて増加傾

向にあり、Ｂリーグの広報活動と各クラブの努力が実っている。 

 トップの千葉ジェッツに関して言えば、平均で５,０００名を上回り、クラブの収入も１

４億円を超える状況で立派。こうなると当初宣言していたように、１部は各クラブとも５,

０００名を上回る観客を収容できる体育館をホームアリーナにするべき、という方針が妥

当性を帯びてきている。観客動員数が多くなれば、必然的にスポンサーも増加する方程式

が見えてきていて、将来性に期待がもてる。 

 千葉ジェッツのファンに感想を聞いてみると、「こうなると当初５,０００名以上収容で

きるホームアリーナという区切りだったが、最近では収容力が不足してしまうゲームもあ

り、更に大きいアリーナが欲しい」と言う意見が出た。クラブが強いことに加えホームタ

ウンのバックアップなど、工夫次第で更に良い方向へ進んで行きそうな例が、栃木に加え

また一つ増えた。 
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チャンピョンシップ成績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャンピョンシップ決勝戦 

横浜アリーナで開催されたチャンピョンシップ決勝戦は、アルバルク東京と千葉ジェッ

ツの対戦となり、メディアを含めて注目を集めたが、アルバルク東京が千葉を圧倒し、初

優勝を飾った。 

 このゲームアルバルク東京は、相手に走られないよう最初から厳しいディフェンスを敷

いて動きを止め、オフェンスでは田中選手を中心にシュートを決め、最後までリードを保

って圧勝した。強力なディフェンスが勝因となったが、それも作戦のうちかも知れない。 

 

 

 

 

 前述したようにＡ東京のディフェンスが徹底していた。このため千葉は得意とするリバ

ウンドからの速攻が出せず、速攻での得点は僅か４点にとどまる。ポイントガードの#2 富

樫も執拗なディフェンスに苦しめられて、３ポイントシュートが決められず、結果的に千

葉は６０得点という低得点で終わった。 

 第１ピリオドこそ拮抗した戦いだったが、第２ピリオドはＡ東京のオフェンスが冴えて

一時は１０連続得点を挙げて一気にリードを奪い、４３対３３で前半を終えた。 

 第３ピリオド千葉が#34 小野の速い攻めで３ポイントシュートを決めると、Ａ東京はす

ぐさまタイムアウトを取ってディフェンスを再認識させ、千葉に追い上げのペースを与え

なかった。 

 第４ピリオドに入ると、Ａ東京の#6 馬場が７連続得点をたたき出す大暴れ、追い上げた

い千葉を突き放して大量リードのままゲームセットとなる。 

スタッツを見てみるとフィールドゴール成功率がそれを語っていて、２ポイントシュー

ト成功率が東京の５６.７％に対して、千葉は３２．８％、３ポイントシュートでは東京が

３７.５％でまあまあだったのに対して、千葉は２０％のみであった。 

  

 

1P 2P 3P 4P 計

19 24 18 24 85

18 15 16 11 60

アルバルク東京

千葉ジェッツ
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試合終了後に表彰式が行われ、優勝したＡ東京に賞金５,０００万円が贈呈された。 

なお、ＭＶＰにはＡ東京の#24 田中大貴選手が選出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

©提供Ｂリーグ    優勝したＡ東京 

 

 

©提供Ｂリーグ   Ａ東京の#24 田中大貴選手 
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男子日本代表にのぞむ 

― ホームゲームでのタイペイ戦を振り返り ― 

 ［編集部］ 

 

 日本男子代表は、ＦＩＢＡバスケットボールワールドカップ 2019 の一次予選（第 1 ラウ

ンド）で最終第３ウィンドウを残し、ホームゲームでのチャイニーズ・タイペイ戦を１点

差で敗れ、グループＢで４敗の最下位である。 

グループＢで上位３位以内に入らないと二次予選（第２ラウンド）に進むことができず、

中国での本選に参加できない。そのためには、第３ウィンドウのアウェーゲームでチャイ

ニーズ・タイペイ相手に２点差以上で勝利する必要がある。 

 

ここで、一次予選第２ウィンドウ、ホームゲームでのチャイニーズ・タイペイ戦を振り

返って、勝利の道を探ってみたい。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 日本は、マンツーマンディフェンスを時折交えるチャイニーズ・タイペイのゾーンディ

フェンスを攻めきれず、ロースコアとなった。第２ピリオドに入った直後の２分間に＃3 辻

の３本の３ポイントシュートで一気に５点をリードし、前半３５－２９と６点リードした。 

対戦スコア 
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 第３ピリオドは、中頃まで＃3 辻がベンチに下がったこともあったか、得点が伸びず、

４９－５１と２点のビハインドとなった。 

第４ピリオドの残り３分、日本は５８－６５の７点ビハインドとなっていた。ここで、

＃8 太田がフリースロー２本を、続いて＃6 比江島が２ポイントシュートを決めて３点差

まで詰めた。残り 1 分を切って６４－６８のスコアで＃35 ブラウンが２本のフリースロー

を落とすが、そののちに自ら２ポイントシュートを決めて２点差に迫る。しかし、残り１

０秒を切って得たフリースロー２本を＃7 篠山が落とし、この前後の日本のファウルに相

手が 1 本ずつ決めて４点差となり万事休す。しかし、タイムアップ直前の＃3 辻が無理な

姿勢からの３ポイントシュートを決めて最終、1 点差とした。 

この３得点は次のゲームでの最下位脱出に大いに有効となるであろう。 

 

緊迫した接戦のゲームでは、最後の３分が大切である。途中経過がどうであろうと、こ

こでのミスは敗戦を覚悟せねばならない。 

それにしても、＃35 ブラウンと＃7 篠山が終盤のフリースローを決めていれば勝てたの

ではなかろうか。第４ピリオド中盤の＃43 永吉のリング近くでの２本のシュートは決めて

当然のタイミングと見た。全員が全力で戦っていることは十分に見えるが、ミドルシュー

トとフリースローの成功率を全員が上げてほしい。 

 

 個人の得点を見ると、日本の#3 辻が２６点、＃6 比江島１４点、＃35 ブラウン１２点に

対して、チャイニーズ・タイペイは４人が１１点から１５点で合計５３点を稼いでいる。 

このスタッツ結果から、日本は辻選手が抑えられると得点できないチームとみられるの

ではないか。ポイントゲッターをメンバーに加えない限り、＃3 辻を生かすチームプレー

が必要かつ重要である。プレー時間の長い＃35 ブラウン、＃7 篠山だけでなく、代表選手

はフリースローをはじめシュートの成功率を上げるよう一層の努力が必要ではなかろうか。 

 

日本は、チャイニーズ・タイペイに比べて、２ポイントシュートの成功率が低く、ディ

フェンスリバウンドの獲得数が少ない。これは、身長差だけではなく、リングへボールを

叩き込むという意気込み、勝ちに向かう気迫など、それらの執念が相手より劣っているか

らではないか。緊迫した接戦では、ゲームの終盤が大切である。 

 

ゲームを通して、日本選手の勝ちに向かう姿勢が相手より弱いと感じた。相手選手は、

チャンスを積極的に攻め、ドライブインしたガードでもリング下で日本の選手の腕を潜っ

てファウルを奪った上シュートを決めようとしていた。日本選手の中にはリング下で振り

向けばノーマークの状態でも、キープしていたボールを外角にパスするような場面が見ら

れた。中距離でのノーマーク状態では積極的にシュートして決めて欲しい。フリースロー

もディフェンスリバウンドが取れない状況なので、すべてを確実に決めてほしい。身長で

負けているならば、なお、積極的に攻める姿勢をもってシュートし、決めるべきであろう。 

 

ＦＩＢＡでは、来る６月の中央理事会でオリンピック開催国枠での日本チーム参加是非

条件を審議するという。男子は、ワールドカップ二次予選も突破して、本選に出場するこ

とが最低の条件であろう。それには、一次予選を３位以内で通らねばならない。 
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「AKATSUKI FIVE」男子日本代表ＷＣへの道のり  

［編集部］ 

 

 2017 年１１月から 2018 年７月まで３ウィンドウにわたり開催されるＦＩＢＡバスケッ

トボールワールドカップ 2019 の一次予選（第 1 ラウンド）は第２ウィンドウまでを終え、

下記の通り、日本（世界ランク４８位）はグループＢで４敗の最下位である。 

 

 

 

次の一次予選第３ウィンドウの最終戦で１勝３敗のチャイニーズ・タイペイ（世界ラン

ク５５位）に２点以上の差をつけて勝利し、上位３位以内に入らないと二次予選（第２ラ

ウンド）に進むことができず、中国での本選に参加できない。 

 

第３ウィンドウを勝利で突破するため、６月１１日、「AKATSUKI FIVE」男子日本代表候

補選手メンバー２４名が、ヘッドコーチのフリオ・ラマス氏、アシスタントコーチのエル

マン・マンドーレ氏及び佐古賢一氏とともに発表された。 

候補には、アメリカ滞在中選手及び帰化選手に加えて、大学生、中学生という若手選手

が加わっており、ＢリーグレギュラーシーズンでＭＶＰを得た比江島慎選手、新人賞の馬

場雄大選手、チャンピオンシップＭＶＰの田中大貴選手の相変わらぬ活躍を期待したい。 
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□ 第３ウィンドウ前の強化試合日程 

第３ウィンドウ前に、第３ウィンドウの勝利に向けて、韓国代表チーム（世界ランク

３１位）を東京・宮城に迎え、強化試合を行う。 

韓国代表チームは、第２ウィンドウをグループＡでニュージーランドと１勝１敗、中

国に１敗、香港に１勝であり、２勝２敗の３位で本戦への進出を確実にしている。 

 

東京大会 

日時：2018 年６月１５日(金) TIPOFF：19 時 30 分予定 

会場：大田区総合体育館(所在地：〒144-0031 東京都大田区東蒲田 1-11-1) 

 

宮城大会 

日時：2018 年６月１７日(日) TIPOFF：13 時 30 分予定 

会場：ゼビオアリーナ仙台(所在地：〒982-0007 仙台市太白区あすと長町 1-4-10) 

 

□ 第３ウィンドウ：日本の日程 

［ホーム］ 2018 年６月２９日(金) vs オーストラリア（世界ランク１０位） 

会場は千葉ポートアリーナ(千葉市) 

 

［アウェー］2018 年７月０２日(月) vs チャイニーズ・タイペイ 
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Ｗリーグ 2017～18シーズン結果 
 ［編集部］ 

 

Ｗリーグは、３月２５日のプレーオフファイナルを持って 2017～18 シーズンを終えて

いる。今シーズンも上位チームと下位チームの差が目立ち、レギュラーシーズンにおいて

トップを走ったＪＸ－ＥＮＥＯＳの強さに対して、最下位チームは１勝もできなかった。 

レギュラーシーズンは、昨シーズンと若干異なりすべてのチームが総当たり３回戦とな

ったが、クォーターファイナルへ進出した８チームの顔ぶれは、昨年と同様であった。 

 

レギュラーシーズン成績 

 

順位 チ ー ム 名  勝 負 勝率 

１ ＪＸ－ＥＮＥＯＳサンフラワーズ ３２ １ 0.970 

２ デンソーアイリス ２６ ７ 0.788 

３ トヨタ自動車アンテロープス ２６ ７ 0.788 

４ シャンソン化粧品シャンソンＶマジック ２２ １１ 0.667 

５ 富士通レッドウェーブ ２２ １１ 0.667 

６ 三菱電機コアラーズ １９ １４ 0.576 

７ トヨタ紡織サンシャインラビッツ １７ １６ 0.515 

８ 日立ハイテククーガーズ １３ ２０ 0.394 

９ アイシン・ＡＷ・ウィングス ９ ２４ 0.273 

１０ 東京羽田ヴィッキーズ ９ ２４ 0.273 

１１ 山梨クインビーズ ３ ３０ 0.091 

１２ 新潟アルビレックスＢＢラビッツ ０ ３３ 0.000 

 

プレーオフ成績 

シ

ャ
ン
ソ
ン

日
立
ハ
イ
テ
ク

J
X

‐
E
N
E
O
S

富
士
通

7080 6147

56 7978 69

5971

73 74

シ

ャ
ン
ソ
ン

ト
ヨ
タ

JX-ENEOS 

トヨタ

３位決定

ト
ヨ
タ

三
菱
電
機

デ
ン
ソ
ー

ト
ヨ
タ
紡
織

7578 6069

 



39 

 

ＪＸ－ＥＮＥＯＳの強さは、今シーズンも際立っていた。レギュラーシーズンで３３ゲ

ーム戦って、負けが１ゲームのみという

成績には敬意を表するに十分である。リ

ーグ１０連覇という成績は、女子におい

て選手の入れ替わりなどを考慮すると、

チームとしてこれだけの成績を持続す

ることはなかなか難しいことであるか

らだ。 

 優秀な選手が揃っているからと言え

そうだが、以下に掲げる個人成績を見て

みると、ＪＸ－ＥＮＥＯＳの選手が全て

上位にいるわけではなく、攻撃力とチー

ムワークがずば抜けていることが理解できる。 

 

個人成績 

 プレーオフＭＶＰ      吉田 亜沙美（ＪＸ－ＥＮＥＯＳ） ３年連続５回目 

 レギュラーシーズンＭＶＰ  渡嘉敷 来夢（ＪＸ－ＥＮＥＯＳ） ４年連続５回目 

 ベスト５    

ポジション  氏 名  チーム 回数等 

ガード 町田 瑠唯 富士通 #10 ３年ぶり２回目 

ガードフォワード 本川 沙奈生 シャンソン化粧品 #6 ４年連続４回目 

フォワード 宮澤 夕貴 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ #52 ２年連続３回目 

センターフォワード 渡嘉敷 来夢 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ #10 ６年連続７回目 

センター 高田 真希 デンソー #8 ２年連続６回目 

 

各部門個人成績 

 得点 

順位  氏 名  チーム 平均 

１ 渡嘉敷 来夢 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ #10 18.39 

２ 高田 真希 デンソー #8 18.35 

３ 本川 沙奈生 シャンソン化粧品 #6 17.36 

４ 河村 美幸 シャンソン化粧品 #22 15.58 

５ 長部 沙梨 トヨタ紡織 #33 14.37 

  

 アシスト   

順位  氏 名  チーム 平均 

１ 町田 瑠唯 富士通 #10 8.76 

２ 吉田 亜沙美 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ #0 7.06 

３ 落合 里泉 シャンソン化粧品 #28 6.63 

４ 本川 沙奈生 シャンソン化粧品 #6 6.06 

５ 稲井 亜弥 三菱電機 #45 5.27 
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 リバウンド  

順位  氏 名  チーム 平均 

１ 高田 真希 デンソー #8 11.16 

２ 赤穂 さくら デンソー #12 9.48 

３ 大﨑 佑圭 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ#21  8.58 

４ 渡嘉敷 来夢 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ #10  8.24 

５ 王 新朝喜 三菱電機 #24  7.03 

 

 ブロックショット 

順位  氏 名  チーム 平均 

１ 渡嘉敷 来夢 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ #10  1.97 

２ 松本 咲 日立ハイテク #22 1.61 

３ 河村 美幸 シャンソン化粧品 #22  1.42 

４ 白 慶花 アイシンＡＷ #12  1.42 

５ 宮澤 夕貴 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ #52  1.12 

  

フィールドゴール成功率 

順位  氏 名  チーム 平均% 

１ 渡嘉敷 来夢 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ #10 69.41 

２ 高田 真希 デンソー #8 59.61 

３ 河村 美幸 シャンソン化粧品 #22 55.98 

４ 赤穂 さくら デンソー #12 55.17 

５ 大﨑 佑圭 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ#21 55.06 

  

 ３ポイントシュート成功率 

順位  氏 名  チーム 平均% 

１ 宮澤 夕貴 ＪＸ－ＥＮＥＯＳ #52 47.10 

２ 山本 千夏 富士通 #15 44.74 

３ 山中 美佳 トヨタ紡織 #15 43.16 

４ 三好 南穂 トヨタ自動車 #12 41.03 

４ 高田 汐織 富士通 #31 41.03 

 

  フリースロー成功率 

順位  氏 名  チーム 平均% 

１ 森本 由樹 東京羽田 #11 88.89 

２ 馬瓜 エプソン トヨタ自動車 #0 87.77 

３ 本川 沙奈生 シャンソン化粧品 #6 85.84 

４ 畠中 絵里 トヨタ紡織 #13 85.19 

４ 三好 南穂 トヨタ自動車 #12 84.51 
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「AKATSUKI FIVE」女子日本代表ＷＣへの道のり 

FIBA 女子ワールドカップ 2018 の代表候補選手と予選リーグ日程  

［編集部］ 

 

FIBA 女子バスケットボールワールドカップは 2018 年９月２２日から３０日までスペイ

ンで開催される。その出場チームは、オリンピック優勝国、開催地、および各地区代表の

下記１６チームである。 

 

出場チーム 

 

 

 

 出場の１６チームは、下記の４グループに分けられ、予選リーグを行う。 

決勝トーナメントには、各グループの上位３チームが出場できる。 
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□ 「ＡＫＡＴＳＵＫＩ FIVE」女子日本代表メンバー 

  ５月３０日、ヘッドコーチをトム・ホーバスとするスタッフとともに日本代表候補選

手が発表された。 

代表選手は若手を中心としたメンバーで、第４次強化合宿から参加している。 

 

 

 

最初の対戦相手は９月のワールドカップに向けた下記「三井不動産カップ」東京大会

のチャイニーズ・タイペイ（世界ランク４０位）で、この国際強化試合は６月８日に東

京都立川市で行われ、日本代表は９６－６６で勝利している。 

体調不良の渡嘉敷選手を除く選手１５名が参加した。前半は、身長差がない相手に

確実にシュートを決めて大量得点を重ねたが、後半は相手の激しいディフェンスにて

こずったかシュートが決まらず、相手より低い得点に終わったのが気にかかる。 

しかし、馬瓜選手の３ポイントシュート攻勢は見事であり、その他の若手選手が張

り切ったプレイを見せており、来る８月のカナダ（世界ランク５位）との対戦が楽し

みである。 

  応援のし甲斐があるというもの。皆様と盛大に応援しましょう。 
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□ 女子日本代表「国際強化試合 2018 三井不動産カップ」 

日本協会は、９月のワールドカップに向け、６月（８日に開催済み）にチャイニーズ・

タイペイと東京で、８月にカナダを相手に新潟と群馬で、国際強化試合を実施すると発

表している。 

 

東京大会（開催済み） 

日時：2018(Ｈ３０)年６月８日(金)  

会場：アリーナ立川立飛 (所在地：東京都立川市泉町 500-4) 

対戦カード：日本代表チーム vs チャイニーズ・タイペイ代表チーム 

 

 
 

新潟大会 

日時：2018(Ｈ３０)年８月５日(日) ＊試合開始時間：調整中 

会場：アオーレ長岡 (所在地：新潟県長岡市大手通 1-4-10) 

対戦カード：日本代表チーム vs カナダ代表チーム５位 

 

群馬大会 

日時：2018(Ｈ３０)年８月７日(火) ＊試合開始時間：調整中 

会場：高崎アリーナ (所在地： 群馬県高崎市下和田町 4-1-18) 

対戦カード：日本代表チーム vs カナダ代表チーム 

 

□ ＷＣ予選リーグ 

 予選リーグは９月２２日から２５日までであり、各グループの上位３チームが決勝ト

ーナメントに進出する。 

  日本はＣグループに属し、対戦相手はグループ分け表のとおりである。 

 

日本の予選リーグ日程  

９月２２日（土） VS スペイン（ヨーロッパ地区で優勝） 

９月２３日（日） VS ベルギー（ヨーロッパ地区で３位） 

９月２５日（火） VS プエルトリコ（アメリカ地区で３位） 

 

日本は世界ランクで１３位であり、今回の各地区大会で３位となった強豪と対戦する。 

  スペインに及ばなくとも、ベルギー、プエルトリコには勝利したいもの。 

 

□ ＷＣ決勝トーナメント 

 グループＣの２位・３位それぞれは、翌日２６日からの第１戦（ベスト８決定戦）に

参加して、グループＤの３位・２位それぞれと対戦する。対戦相手は、グループＤに属

する、ＵＳＡ、中国、セネガル、およびラトビアの４チームの内のどこかである。 

勝利してベスト８に残れば、グループＡ・Ｂ何れかの１位と準々決勝を戦う。 

1P 2P 3P 4P 計

28 29 16 23 96

11 10 17 28 66

日本

チャイニーズ・タイペイ
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振興会が企業価値認定証を授与される 

［総務部］ 

 

当ＮＰＯ法人日本バスケットボール振興会は、この度、一般財団法人企業価値協会から

企業価値認定され、２０１８年度上期企業価値認定証を授与された。 

 

一般財団法人企業価値協会は、中小企業庁の後援と協

賛のもと、５年前から全国のユニークな中小企業を対象

にしてその価値の掘り起こしと、メディアへの露出によ

るその拡散、更なる価値の進化をテーマに、毎年２回企

業価値認定を実施し

ている。 

 

 今般、当会がバス

ケットボール界にお

けるこれ迄の地道な

取り組み（企業価

値）を広く世間に知

って貰うため企業価

値協会に価値認定申

請したところ、それが認められて本年２月５日の認定

式で渡辺理事長が当該認定証を受けた。 

（日刊工業新聞 平成３０年２月１２日号 下記参照） 

 

 

元中小企業庁長官で東京中小企業投資育

成株式会社社長望月晴文氏の来賓挨拶によ

れば、これ迄にも非営利組織が企業価値認

定を受けることはあったが、スポーツ関係

では今回が初めてとのこと。（バスケット

の桑田健秀氏を理事長とするＮＰＯ法人ピ

ボットフットも今回同時に認定されてい

る。） 

 

 本件はメディアを通じて当会の取り組み

姿勢を広くバスケットボール関係者に知っ

て頂く良い機会であり、我々はこれを契機

に、今後、更なる価値の進化へとの取り組み

に努めて参りたい。 

 

認定証写真 

 
認定証を授与される渡邊理事長(左) 
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訃   報 

  

乙部 功  氏  平成３０年４月２６日  享年 ９５ 

関根 正司 氏  平成３０年５月１７日  享年 ８６ 

 

長年にわたり、振興会会員として、日本バスケットボール界発展のため多大 

のご尽力を賜りました。 

ここに、謹んで哀悼の意を捧げ、ご冥福をお祈り申し上げます。 

 

 

 

乙部 功さんを偲んで 

                                 小澤 正博 

              

乙部 功さんが亡くなられました。数年前に本誌「人物抄」

に登壇いただくため、お住まいの葉山へ伺った際は大変お元

気でおられましたのに大変残念です。 

乙部さんは、現役時代気象庁に勤務されていましたが、戦後

まもなく復活した関東実業団連盟にチームが加入してすぐに

役員として活躍されるようになりました。 

 バスケットの方では競技役員としてのご活躍でしたが、ど

ちらかというと縁の下の力持ち的存在で、あまり表に出たが

らない性格で温和な方でした。 

振興会の前身であった、実業団協力会に創設当初からお入

りになり、振興会に代わってからも地味な仕事をされておられました。カメラが好きだっ

たようで、総会や講演会の様子を上手に撮影され、数年にわたって本バスケットボールプ

ラザの作成にご協力いただきました。 

 乙部さんはその性格ゆえか、写真を撮影された後、ネガと（当時はフィルム式カメラだ

った）最小限の焼き付け写真をご自分の負担で作成され、事務所へ届けてくれていました。 

 「お勧めの映像は」と尋ねると、いつも「俺は編集のことは判らないから適当に使って

もらっていいですよ」との返事が返ってきました。 

 晩年、秋の交流会に出席された折、「お元気で何よりです」と声をかけると、「最近は忘

れっぽくなって困っているんだよ」と笑っておられた姿が印象的でした。 

 乙部さんもバスケットボールに対して情熱を傾けた方で、1964 年東京オリンピックでは

競技役員として活躍され、若いころに関東実業団の試合会場でもあった代々木第二体育館

に、その頃小学生だったご子息を連れてこられたこともありました。 

 ４年前、本誌人物抄に登壇される際も、「俺はバスケットの方では話すこともないから」

と遠慮され、「気象庁におられた時の話を伺わせて下さい」と頼み込んでお会いした時のこ

とが今でも脳裏に焼き付いています。乙部さんごゆっくりとお休みください。  合掌 
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関根  正司さんを偲ぶ 
                                   黒川 敏雄 

             

 関根正司さんの訃報を聞き、また一人朋友を失い大変寂し

く思っております。関根さんとは実業団連盟の役員として、

昭和３０年(1955)からのお付き合いでした。当時、日航整備

チーム（現日本航空）の代表として関東実連に参加され、お

互い競技委員として関東実連の仕事に励んだものです。 

当時の委員会の様子は本誌にも掲載されたので省きます

が、笹岡太一委員長を先頭に男女１０名程度の委員で構成さ

れ、とても纏まった仲間たちで、後年役員を引退してからも

毎年「笹岡競技委員会」なるものを開催してきました。 

しかし、高齢化とともに一人また一人と欠けるようになっ

て今年は６月に予定したものの参加者６名程度となり、関根さんを偲ぶ会となりそうです。 

 関根さんは、関東実連や日本実連の理事を歴任され、その間、日本協会の理事、競技委

員長として活躍するとともに、最後は当時諸問題を抱えた日本実連の理事長としてリーダ

ーシップを発揮されました。 

 昭和３９年(1964)開催の東京オリンピックでは、施設委員として活躍、平成８年(1996)

には日本協会功労者表彰を受賞するなど、バスケットボールの普及発展に多大な功績を残

されました。 

 振興会では、前身の実業団協力会発足当初から加入されて理事を務められ、その後も多

くの方の信望を集め、会の運営にも寄与されました。 

 近年は自宅で転倒して骨折され、入退院を繰り返しておられた様子、外出もままならな

くなり、晩年は病気との闘いだったと聞いております。 

 これからはごゆっくりとお休みください。                 合掌 
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事務局だより 

 

◇  平成３０年度会費納入のお願い 

今年度の会費納入をお願いいたします。  

振興会は会員の皆さんの会費によって運営されておりますので、ご理解ご協力を

お願い申し上げます。  

 

 振込み口座番号 

  ゆうちょ銀行     ００１００－３－３１６０３５  

             特定非営利活動法人日本バスケットボール振興会  

   

三菱ＵＦＪ銀行    神保町支店  

             普通預金口座  １６８４７４３  

             特定非営利活動法人日本バスケットボール振興会  

   

みずほ銀行      丸の内中央支店  

             普通預金口座  １００４６８７  

             特定非営利活動法人日本バスケットボール振興会  

 

◇  振興会保管の月刊バスケットボール誌が大学図書館へ 

  振興会で保管されていた創刊号からの「月刊バスケットボール」誌が、このほど

流通経済大学（ＲＫＵ）に寄贈された。流通経済大学では小谷教授が開設したＲＫ

Ｕ ＢＡＳＫＥＴＢＬＬ ＬＡＢ（バスラボ）小谷ゼミの学生たちが、これら古い

冊子を整理したうえで龍ヶ崎キャンパスＲＫＵ図書館に搬入した。これからは、Ｒ

ＫＵ図書館で全ての「月刊バスケットボール」誌を読むことができる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇  故人からの寄贈 

  上記「月刊バスケットボール」誌は故日比野  明さんが長年にわたって保存されてい

た冊子であり、当振興会には保存されていたその他のバスケット関連資料・冊子も多

数寄贈されている。  
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プラザ こぼればなし 
 

◇ Ｗリーグ 2017～2018 シーズンにおいて、上位チームと下位チームの戦力差が目立っ

た。 

  すなわち上位３チームの勝率８０％以上に対して、下位チームの勝率は１２％以下で、  

最下位チームは勝率ゼロであった。元日本代表で大活躍したトヨタ自動車の大神選手

が今シーズンで引退したが、こうした選手が下位チームへ移籍すれば、まだ十分戦力

として通用するであろう。下位チームの戦力ＵＰのため、優秀な選手はもうひと踏ん

張り頑張ってもらいたいもの。 

  また、クラブ方式の運営で頑張っているチームに対して、ＷＪＢＬが何らかの形で支

援する策はないものだろうか。 

 

◇ ５月１７日の当会定例総会とその後の交流会で、会員増の話題が切実な課題として提

議されていた。役員が先頭に立って取り組む重要問題ではあるが、会員の皆様にも勧

誘方策のご提案をお願いしたい。地方会員の勧誘のため、各地方における試合結果な

どの情報をプラザに掲載したいと企画中だがどうであろうか。衆知を集めたいので情

報の提供などご協力をよろしく。 

 

◇ バスケットボール競技は試合時間４０分のクォーター制であるが、日本のルールブッ

クでは「ピリオド」と呼称し、試合等で「１Ｐ」～「４Ｐ」を使用している。他方、

シュート得点の２点・３点に対して、スタッツなどで「２Ｐ」・「３Ｐ」が用いられて

おり、表記する際に紛らわしい。 

メディアでは、これらを「Ｑ１」～「Ｑ４」、「２pt」・「３pt」と区別して表記してい

るところも多い。 

  本誌は、各ピリオドに対して日本のルールブックに従い、「１Ｐ」～「４Ｐ」を使用

しているが、ＪＢＡ、ＷＪＢＬは「１st」～「４th」、Ｂリーグは「１Ｑ」～「４

Ｑ」と表現している。 

  ＪＢＡ、メディアを含めて統一した表記になればよいと思われるがいかが。 

 

 

 

 

 

 


